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((((1111))))    これまでのこれまでのこれまでのこれまでの経過経過経過経過    

平成元年の１月に秦野駅近くにある「弘

法の清水」がテトラクロロエチレンという

化学物質に汚染されているという報道がさ

れました。 

本市では、全市的な地下水の概況調査を

行い、汚染範囲を把握するとともに、生活

用井戸水が汚染された家については水道へ

の切替え工事を行い、飲用に際しての注意

をしました。 

当時の法律（水質汚濁防止法）では、地

下水汚染の未然防止を規定していました

が、現に汚染されてしまった地下水の浄化

については定めがありませんでした。 

また、地下水の流れが大変遅く、水の入

れ替えも困難なことから、汚染の浄化は困

難であると考えられていました。 

◆ 平成元年 2 月 14 日号 

       写真週刊誌「タッチ」報道 

 

そこで、調査と浄化対策をどのように進めていくか専門家の意見を聴くため、平成元年

10 月に地下水汚染対策審議会を組織し、地下水汚染対策を進めることにしました。 

平成 2 年度からは、本格的に地下水汚染の仕組みを解明する調査を進め、地下の構造や

汚染地下水の経路が明らかになってきました。 

地下水汚染対策を取り決めた法律等がな

かったため、「秦野市地下水汚染の防止及び

浄化に関する条例」を平成 5 年 7 月に制定

し、平成 6 年 1 月からは、全国で初めて条

例に基づいた調査と浄化対策を進めてきま

した。 

また、平成 12 年 3 月には「秦野市地下水

汚染の防止及び浄化に関する条例」を廃止

し、地下水汚染対策に地下水量の保全を盛

り込んだ「秦野市地下水保全条例」を平成

12 年 4 月から施行し、水質と水量の保全施

策に取り組んでいます。 

さらに、平成 25 年 12 月には、市条例と

土壌汚染対策法の整合を図ることなどを目

的として、「秦野市地下水保全条例」を改正

しました。 

◆ 条例の浄化目標値 

対象物質名 
土壌・地層 
（mg/ℓ） 

地下水 
（mg/ℓ） 

1 トリクロロエチレン 0.01 0.01 
2 テトラクロロエチレン 0.01 0.01 
3 1,1,1-トリクロロエタン 0.3 0.3 
4 四塩化炭素 0.002 0.002 
5 1,1,2-トリクロロエタン 0.006 0.006 
6 1,2-ジクロロエタン 0.004 0.004 
7 1,1-ジクロロエチレン 0.1 0.1 
8 シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04 0.04 
9 ジクロロメタン 0.02 0.02 
10 ベンゼン 0.01 0.01 
11 クロロホルム 0.06 0.06 

 

 

 

 



◆ 平成 8 年 5 月 29 日読売新聞掲載 ◆ 平成 5 年 6 月 26 日神奈川新聞掲載 

 

「20,714kg の汚染物質が飲めるようになる水の量｣は 

 地質汚染の浄化事業により地中から回収した汚染物質は 20,714kg で、この量をテトラクロ

ロエチレンで評価すると、水道水質基準を達成するために約 21 億トンの水が必要になります。 

 この水の量は、箱根の芦ノ湖（1.8 億トン）をマスにして計量すると約 12 杯になり、平

成 30 年度の秦野市水道の総給水量 1,975 万トンでは、約 106 年分の水量になります。 

「地質」とは 

 本市では、土地を構成している土壌・地層（固相）、この間隙に存在する地下水（液相）、地中

ガス（気相）などの総合体を「地質」と定義しています。 

 



これまでの浄化事業の進行状況は図－1 のとおりで、浄化事業を行った 46 社の内、39 社（約

85％）の浄化対策が終了しました。 

 

◆ 図-1 平成 31 年 3 月末現在の浄化事業進行状況 

 

これまでに地中から回収した汚染物質の総量は、20,714kg となっています。 

地下水の流れは大変遅く、この効果が下流域にある「弘法の清水」に到達するまでに 10 年

余かかると試算され、地下水を効果的に浄化する技術の開発が必要となりました。                      

このため、本市では、地下水の「質の改善」と「量の保全」のバランスを考慮し、汚染

された地下水を揚水し、浄化処理した水を下流の帯水層に直接還元する実験を平成 8 年度

に行い、地下水汚染対策の新技術として実用化できることを実証しました。 

事業所による浄化事業と本市が実施した地下水浄化事業により、南地区の湧出域にある

弘法の清水は図－2 のとおり改善しました。 

◆ 図－2 弘法の清水経年変化（テトラクロロエチレン） 

 

H3:  10 社 

H4:  12 社 

H5:  15 社 

H6:  26 社 

H24:  1 社 
全社終了 

H3: 3 社 

H4: 9 社 

H5: 5 社 

H6:15 社 

H7:12 社 

＊H8:1 社 

H25:1 社 

 

H3:  3 社 

H4:  4 社 

H5:  3 社 

H6: 14 社 

H7: 20 社 

＊H8:1 社 

H26:1 社 

 

＊条例第 34 条第 1 項第 3 号に

基づく代執行 

H6:   10社

H7:   16社

H8:    4社

H9:    3社

H10:   3社

H11:   2社

H12～25:0社

H26:1 社 

調査対象事業所 汚染反応あり 基礎調査終了 詳細調査着手 浄化事業着手 浄化事業全部終了 

汚染反応なし 

汚染地なし 浄化事業部分終了 

132 社  64 社  46 社  64 社  46 社  39 社 

68 社  

18 社  4 社  



(2)(2)(2)(2)    秦野盆地秦野盆地秦野盆地秦野盆地のののの地形的特質地形的特質地形的特質地形的特質    

秦野盆地の基盤は、丹沢層群をつくる緑色凝灰岩（グリーンタフ）であり、その上に丹

沢山地から搬出された砂礫が厚く堆積しています。 

さらに、盆地の西方約２５ｋｍに箱根火山、５０ｋｍに富士火山があり、その活動期に

盆地内に多量の火山灰等を降下させました。これらの堆積物は、丹沢山地から搬出された

砂礫層と互層をなしていて、その厚さは盆地の中央部付近は約１５０～２００ｍと推定さ

れています。 

秦野盆地の中央部を流れる水無川は、その名のとおり、降水時以外は水量が少なく、冬

の渇水期には、扇央部分で流水がなくなることがあります。盆地の中に降った雨水は、盆

地の中央部で地下に浸透して地下水となり、帯水層の中をゆっくりと流動しながら盆地の

南部で湧水群を形成して地表に湧出しています。 

このような地形的特質から、秦野盆地の地下は豊富な地下水を湛えた「天然の水がめ」

といわれ、約２．８億トン（芦ノ湖の約１.５倍）もの地下水が貯留されると推定されてい

ます。この地下水が汲み上げられて飲料水、生活用水、工業用水等に利用されています。 

   

◆ 秦野盆地模式図 

 

 



(3)(3)(3)(3)    汚染汚染汚染汚染土壌土壌土壌土壌のののの浄化手法浄化手法浄化手法浄化手法    

私たちが生活する大地は、地表に草や木が腐食した黒土があり、その下に火山灰のロー

ム、砂や礫の層が幾重にも重なり、この層のすき間を地中の空気や地下水が充たしています。 

本市では、地下水汚染対策の取組に当たり、この固体、気体及び液体の総合体を「地質」

と定義し、地質汚染の調査と浄化対策に取り組むことにしました。 

本市で実施された汚染土壌の浄化手法を大きく分類すると、汚染土壌を掘削して除去す

る方法と土壌ガス吸引による浄化に分けることができます。 

 

◆ 汚染土壌の掘削除去 ◆ 土壌ガス吸引による浄化 

地中にある汚染土壌を、直接掘り上げて除
去する方法で、対策の確認がしやすい反面、
工場を操業停止したり建物を除去する必要が
あります。 

堀り上げた土壌は、低温加熱したり、建物
のコンクリート基礎に封じ込めたり、量が少な
ければ産業廃棄物として処分委託して処理しま
した。 
 秦野市では、46 社の浄化事業のうち 10 社
がこの手法を採用しました。なお、9 社は土
壌ガス吸引法を併用した浄化対策を行いまし
た。 
 

地質汚染の深さに合わせて井戸を掘り、
真空ポンプやブロワで地中のガスを吸引
し、汚染物質を揮発させてから地上で回収
する方法で、工場の操業を止めずに浄化対
策を行うことができます。 
 汚染物質が揮発しやすい性質を利用して
います。吸引したガスは活性炭で汚染物質
を吸着除去して空気中に放出します。身近
な例としては、家庭で汚れを掃除機で吸い
取るイメージです。  
 秦野市では、46 社のうち 45 社がこの手
法を採用しました。 

  

 

    

    

    



(4)(4)(4)(4)    地下水地下水地下水地下水のののの浄化事業浄化事業浄化事業浄化事業    

地質汚染の浄化が進み、上流域にある地下水の水質は急速に改善してきました。    

しかし、地下水の流れは大変遅く、下流域にある「弘法の清水」までこの効果が及ぶの

に10年余かかると試算されたため、地下水を効果的に浄化する技術の開発が必要となりました。 

本市では、汚染された地下水を地上に揚水して浄化した後、この水を下流側の同じ帯水

層に還元する地下水の浄化実験を行いました。 

実験では、汚染地下水を揚水し汚染物質を取り除く効果、浄化した水を還元したことに

よる希釈効果が確認され、また、還元水により地下水面が上昇して地下水の流速が 1.2ｍ

／日から 1.8ｍ／日と 1.5 倍となり、水循環が促進されるという効果もありました。  

平成 9 年度には、この地下水浄化実験を事業化し、工業団地内の 2 か所で汚染地下水の

浄化を行いました。さらに、平成 10 年度から実施した水無川右岸の地下水脈では、還元水

による希釈効果が 75ｍ下流に設けた観測井戸で 8 日後に表れ、地下水の流速が約 10ｍ／日

と非常に早いことが確認されました。 

 

◆ 平成 10 年 7 月 9 日神奈川新聞掲載 ◆ 地下水浄化装置 

 

 

◆ 汚染土壌の低温加熱処理 ◆ 市が考案した簡易浄化システム 

  

 



(5)(5)(5)(5)    「「「「秦野盆地湧水群秦野盆地湧水群秦野盆地湧水群秦野盆地湧水群」」」」名水復活宣言名水復活宣言名水復活宣言名水復活宣言    

これらの浄化事業により、他に例を見ない速さで土壌・地下水の改善が進み、その成果

は「弘法の清水」にも顕著に表れてきました。    

平成 14 年 1 月には、「秦野市地下水汚染の防止及び浄化に関する条例」に定めた、地下

水の浄化目標「テトラクロロエチレン」（0.01 ㎎/ℓ）を達成し、その後も引き続き水質が

安定的に推移してきているため、継続して水質監視及び地下水保全施策の推進に努めるこ

ととして、平成 16 年 1 月 1 日「秦野盆地湧水群」の「名水復活」を宣言しました。 

 

◆ 「秦野盆地湧水群」名水復活宣言記念式 （弘法の清水）大秦町１番３１号 

 
 


